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 8 月末から 9 月初旬にかけて、日本各地で記録的な豪雨が相次ぎ、浸水や土砂災害など大きな被害が発

生しました。また、ネパールと中国・チベット自治区の国境付近では氷河や岩盤の崩壊に伴う大規模な土

砂災害が発生し、多くの人々が犠牲となりました。猛暑や豪雨などの極端な気象が各地で頻発するなか、

気候危機への対策を一層急ぐ必要があります。 

 再エネ 100%と公正な社会をめざす「ワタシのミライ」では、本気の気候対策を求めて、9 月 11 日か

ら 9 月 27 日を「気候アクションウィーク 2026」として、全国でさまざまな取り組みを開催しています。

現在、全国各地で 59 のイベントが登録されています。関西の環境ＮＰＯや消費者団体、市民発電グルー

プなどが参加する「ワタシのミライ大阪」も、9 月 27 日（日）に「世界気候アクション in 大阪」を以下

の通り開催します。 

 今年も昨年にならい 2 部制で、第 1 部が講演会と活動交流会、第 2 部が気候マーチとなっています。

加えて、ネパールから、第 20 回アジア競技大会（2026 愛知・名古屋）視察で来日中の「ネパール野球ソ

フトボール協会」の皆さんが急遽参加されることが決まりました。第 1 部にはビデオメッセージで参加

し、第 2 部の気候マーチでは一緒に行進される予定です。急ではありますが、ぜひこのアクションへの

取材をお願いする次第です。何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

 



プレスリリース 

 

「ワタシのミライ」は、2020～2021 年度のエネルギー基本計画の改定に対 

  し、255 の賛同団体から 27 万筆を超える署名を政府に提出した「あと 4 年、 

 未来を守れるのは今」プロジェクトを引き継ぎ、様々な社会問題の解決に取り 

組む団体を包含することを目指すプロジェクトです。 

 

再エネ 100%と公正な社会をめざす「ワタシのミライ」 

もう、地球を人まかせにしない。 

気候危機がいっこうに止まりません。 

熱波。干ばつ。洪水。食糧危機や水不足。パンデミック。 

経済の混乱。格差と貧困。人権侵害、戦争。 

気候危機はもう、いのちの問題です。 

すでに世界の約 33 億人が気候変動に脆弱な環境下にあるといわれ、 

日本でも前例のない自然災害が増えています。 

それでも、その原因である先進国の CO2 削減はほとんど進んでいません。 

時間は残り少なくなりました。                                                 

脱炭素社会への公正な移行を急ぐこと。 

2050 年までに化石燃料や原発ではなく 

自然エネルギー100%で豊かに暮らせる社会を創ること。 

そのために市民一人ひとりがつながり、変化を起こし広げていく。 

その波が大きいほど、希望は叶うはず。 

ミライは、一人ひとりの「ワタシ」が動いた先にあるのだから。 

 

以上 

ワタシのミライ 


